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研究成果の概要（和文）： 
  
災害支援 Ns 養成に活かす仕組みとして、１）育成支援システムを構築するため、詳細な

学習プログラムを作成した。２）個人評価システムの構築として、プログラム受講効果を受講
前と後・半年後（フォローアップ研修時）に評価できる評価表を作成し、自己評価制とした。
３）集団教育支援の査定（看護ケアの質の安定性と継続ケアの実現性に関する評価）では、県
内病院の卒後院内研修プログラムに「まちの保健室」講義と実習を取り入れ、評価した。４）
効果・エビデンスの蓄積は、研修プログラムの評価を行ったことと、東日本大震災時の災害
支援 Ns 派遣実績とその報告で得ることができた。また、東日本大震災被災地での看護の経
験知を「災害支援ナース実践マニュアル」として作成し、被災地に持参できるようにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  
The following 4 achievements were attained to develop disaster nurses,: 1) A learning 

program was elaborated to establish a development support system; 2) An evaluation form 
was formulated to develop an individual evaluation system for self-evaluation so that 
each individual could evaluate effectiveness of the learning program before and after 
attending the program and at a 6-month follow-up training; 3) A “Town Health Room” course 
was introduced for lecture including hands-on into a postgraduate in-hospital training 
course, in order to assess group education support (evaluation about qualitative 
stability of nursing care and feasibility of continuous care); and 4) Effects and 
evidences could be collected by evaluating training programs and reports from nurses 
dispatched to disaster areas when the Great East Japan Earthquake happened. After disaster, 
the development support system has been modified and improved to fit reality, and used 
continuously. Nursing experience knowledge accumulated in the Great East Japan earthquake 
disaster areas was utilized to develop the “Practical Manuals for Disaster Nurses” so 
that nurses can carry them whenever they go disaster areas.  
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１．研究開始当初の背景 

いつどのような種類や規模の災害が起こ

るかわからない最近であるが、災害が起こる

と必ず必要とされるのは看護ケアである。特

に、避難所において必要とされるケアは救

急・急性期ケアではなく人々のいまの健康を

維持する予防的ケアである。しかし、避難所

でのケアに重要な役割を果たす派遣看護師

（以後、「災害支援 Ns」と呼ぶ）への教育研

修と訓練、組織化は行き届いていないのが現

実であるし、有事に迅速に対応できる仕組み

を平時からどのように構築しておくかは解

決しがたい課題である。 

避難所ケアを担う Ns は、避難住民の体調

管理や生活環境の調整役として核となるた

め、「まちの保健室」で培った実践能力を活

用出来る。つまり「災害看護」を「まちの保

健室」運営・推進のノウハウと融合させるこ

とで実現可能である。そこで、「まちの保健

室」Ns が災害支援 Ns の役割を担えるような

育成支援システムを構築し、その実践効果を

評価しようというものである。 

神崎（2007）らが行った兵庫県内「まちの

保健室」利用者の健康に関する実態調査（n=

405）では、住民の抱える最も多い疾患は「高

血圧22.8％」「糖尿病9.1％」「高脂血症8.9％」

で、すでに病院にかかっている者が65.2％、

服薬している者も62％いた。住民が被災し避

難所で生活するなら、相当な疲労やストレス

が加わり、疾患があれば更なる悪化が考えら

れる。 

避難所でのケアは災害支援Nsや保健師が担

うのだが、看護師は平常時には多くは病院勤

務であり、生活習慣病の悪化した地域住民へ

のケアや災害時ケア、ポピュレーションアプ

ローチを基盤とした健康概念や実践には慣れ

ていないことが多く、災害時ケアに関する準

備体制も整っていない。従って、避難所ケア

に従事するには、ある程度の教育研修と訓練

を平常時から組織的に行っておくことが必

要となる。 

神崎らは、文部科学省21世紀COEプログラム

「ユビキタス社会における災害看護拠点の形

成」（H14-19年）で、地域住民の備えを強化

する教材や看護専門家支援プログラムをWeb

上に作成してきた（http://www.coe-cnas.jp

/index.html）。また、災害後のインフラ整備

の復旧しない時期でも、ケアに必要な情報を

マークシートに記入し、携帯電話のカメラ機

能で取り込み、避難所における看護記録と継

続ケアが運用出来る仕組みを開発している。

この仕組みは避難所ケアとその継続看護には

画期的であるが、災害支援Nsが実践に備え、

慣れるためには平時からの運用が必要となる。 

育成支援システムを構築するには、１）育

成支援体制の構築、２）個人評価システムの

構築、３）集団教育支援の査定（看護ケアの

質の安定性と継続ケアの実現性に関する評

価）、４）効果・エビデンスの蓄積、が必要

でこのため研究として取り組む。 

２．研究の目的 
災害支援 Ns 育成支援システムを、１）育

成支援体制の構築、２）個人評価システムの
構築、３）集団教育支援の査定（看護ケアの
質の安定性と継続ケアの実現性に関する評
価）、４）効果・エビデンスの蓄積、により
構築する。 
３．研究の方法 
１）育成支援体制の構築 

災害看護の基礎能力（コアコンピテンシー）

（http://www.coe-cnas.jp/group_educatio

n/core_competencies_list.html）に基づき、



詳細な学習プログラムを作成する。また、兵

庫県看護協会災害支援 Ns教育計画立案に深

く関わり、「まちの保健室」で培ったノウハ

ウを災害看護に活かす。 

① 災害看護能力と質の安定性のための仕 

組み：年間６日間（基礎編 3日間・フォロー

アップ編 1日間・リーダー編 2日間）で実施

できる学習プログラムを作成する。 

② 継続ケアの実現性のための仕組み： 

災害後のインフラ整備の復旧しない時期で

も、ケアに必要な情報をマークシートに記入

し、避難所における看護記録と継続ケアが運

用出来る仕組みをすでに開発しているため、

実証実験を実施する。 

２）個人評価システムの構築 

プログラム受講効果を受講前と後、半年後
（フォローアップ研修時）に評価できる評価
表を作成し使用する。 
３）集団教育支援方法の構築 
a)学部教育 b)卒後教育 c)養成研修会 によ
る３通りの支援を計画する。 
４．研究成果 
１）育成支援体制の構築 

①災害看護能力と質安定性のための仕組み 

年間６日間（基礎編 3日間・フォローアッ

プ編 1日間・リーダー編 2日間）で実施でき

る学習プログラムを作成した。 

内容は、基礎編に８種類の講義プログラム

「災害看護の基本」「災害サイクルにおける

看護師の役割」「避難所における看護師の役

割」「災害支援看護師の役割と課題」「避難所

での活動の実際」「トリアージ（講義・演習）」

「こころのケア（講義・演習）」「災害派遣の

体制」、フォローアップ編では、被災地へ行

く準備の実際と避難所活動の実際、グループ

ワークを組んだ。本研究 2年目に東日本大震

災が発生したため、災害看護支援の実際経験

を伝えながら、より実務的な内容に変更する

と共に、褥瘡の看護、放射線の看護、災害と

情報を加えた。リーダー編では、「避難所の

コーディネート」「要援護者のケア・福祉避

難所」「災害時、病院内でのリーダーの役割」

に関する演習ができるよう作成した。 

② 継続ケアの実現性のための仕組み 

災害後のインフラ整備の復旧しない時期

でも、ケアに必要な情報をマークシートに記

入し、避難所における看護記録と継続ケアが

運用出来る仕組みをすでに開発しているた

め、それを用いた実証実験を講義の中で実施

した。必要な倫理的配慮を行ない実施した。 

２）個人評価システムの構築 

 プログラム受講効果を受講前と後、半年後

（フォローアップ研修時）に評価できる自己

評価システムを構築した。 

３）集団教育支援と査定（看護ケアの質の安

定性と継続ケアの実現性に関する評価） 

集団教育支援の方法として、a)学部教育 b)

卒後教育 c)養成研修会 による３通りの支

援を計画した。 

a) 学部教育 

本研究で、具体的には実施できなかったが

兵庫県看護系大学教員ネットワーク会議を

年一回 3月に兵庫県看護協会が開催しており、

本研究者も参加し、東日本大震災「災害支援

Ns」研究に関する報告、「まちの保健室」活

動とその教育支援状況の情報提供を行い、各

看護系１１大学に連携を呼びかけた。 

b) 卒後教育 

県内病院の卒後院内研修プログラムに「まち

の保健室」講義と実習を取り入れ、評価した。 

実践期間：平成21年10月～22年2月（本稿で

報告）、以降も継続中 

対象：モデル事業参加２病院で本研修プログ

ラムを受講する卒後1～3年目看護師合計111

人 

 研修プログラム内容は表-１、研修行程は

表-2研修効果を反映する回答結果は表-3に

示すとおりである。 

 



表-1 卒後院内研修プログラム 

 

表-2 研修行程 

 

表-3 研修後の質問紙回答結果 

 

研修プログラムは、質問紙回答結果、レポー

ト共に良好な評価が得られたが、地域住民が

必要とする社会資源や情報提供に関して、Ns

の収集能力に課題があると参加者は感じて

おり個人の学習努力と看護協会サポートの

両面が必要と思われる。 

c) 養成研修会 

災害看護基礎編（平成 22年 1月に開始し、

平成 23年 1月、平成 24年 1月にも実施）、

フォローアップ編（平成 22年 7月に開始し、

平成 23年 7月にも実施）、リーダー編（平成

22年 10月に開始し、平成 23年 10月にも実

施）に県看護協会と連携し継続している。東

日本大震災発生後、関西広域連合兵庫県チー

ムとして災害支援 Nsはのべ 1079人が被災地

へ向かった。その多くが本研究で構築した育

成支援システムで学んだ Ns達である。また、

被災地へ看護支援に出向いた Ns達と連携し、

その経験知を元に平成 24年 1月には、被災

地へ持参できる災害支援ナース実践マニュ

アルを作成した。 
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